
オール奥女中 99 名（1869 年） 
 

春嶽 勇姫 茂昭 幸姫 清心院* 
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注 1 「福井藩職員録」松平文庫、当館保管による。茂昭の次「はな」は信次郎の抱守を兼任。 
2  *は、藩主松平茂昭の姉、慶永養女で阿部正弘継室。 
3 この表以外に隠居した奥女中である比丘尼 19 名がいる。 
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